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ニオン (OAc-) の存在下に， PdC12ースチレン錯体をベンゼンー酢酸混合溶媒中で加熱するとト
ランス・スチノレベンが良好な収率で生成する。ベンゼンの代りにトノレエン， p ーキシレンを用い
ると相当するメチノレ置換スチノレベンがえられる。さらに詳細な検討の結果，酢酸ナトリウム，ま






二つの反応種が酸化的二量化を行なうと同時に Pd2+ が PdO に還元されると考えている。 更に
酢酸ノマラジウムー酢酸系化酢酸銀又は酢酸銅を添加し，さらに酸化剤を共存させると反応は，














は PdO→Pd2+ の過程をも含めて連続的に起こることを確認し， 本反応が工業的な面 l乙於ても重
要なものとなる乙とを示している。乙れらの研究成果の特徴はパラジウム塩を用いることによっ
て有機合成化学の領域に乙れまで例をみないオレフィンの芳香族置換反応を見出し，これを一般
的な反応に発展させ学問的にも工業的にも新しい分野を開拓した点にある。
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